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リ グ ニ ン の 赤 外線吸牧 ス ベ ク ト ノレ
塚 島 寛
Infrared Absorption Spectra of Ligllin. 
Hir osi TUKASIMA 
Results are reported of an e xperimentaI study on the infrared absorpti on spectra of 
lignin ; HCI ligni n ，  H2SO" lignin ，  thioIignin and suIphite Iignin. 
As the resu! ts of c omparing the infrared spectra of acid 1ignin with that of thio 
lignin ， much di fference was n ot observed between the m.  
1 . 緒 言
リ グ ニ ン ・ セ ル ロ ー ズ の 人 造石炭化に関す る 研 究を行 う に 当 り 相 当 量の 比較的純度 の 良 い リ グ ニ
ン が必要 と な り 次 の 実験を行った。
硫酸 リ グ ニ ン ， 塩酸 リ グ ニ ン ， リ グ ニ ン ス ル フ ォ ン 酸 ， チ オ リ グ ニ ン を製造 し ， そ の赤外繰吸収
ス ベ ク ト ル を ヌ ジ オ ー ル 法で 測定 し た。 こ の測 定 は KBr 法 に よ る の が最 も 適 当 で あ る が ， 附随す る
設備装置 が不備 の た め 出 来 な か った が ， 他 日 KBr 法 に よ り ， よ り 定量的 に検討を行 う 考 え で あ る 。
2 . 試 料
イ 〕 硫酸 リ グ ニ ン ， 針葉樹 (北洋材 赤松) の 丸鋸 屑 を 飾分 け し60 � I OO メ ッ シ ユ の も を 原料 と した。
こ れ を ア ル コ ー ル . ベ ン ゼ ン ( 1 : 1 )混合液 に て 抽 出 し ， 風乾後80gを と り 800cc の 72%硫酸を加 え時
々 撹押 し て 24時間常温 に放置 1 た 。 そ の後全量を 161 . に 稀釈 し て 逆流 冷器 却 を 附 し て 2時 間沸騰 したひ
そ の 後温過 し温 湯で硫酸根 の な く な る ま で洗撫 した。 収 量はJ!ID.乾に て 30"" 32gで あった。
ロ 〕 壕酸 リ グ ニ ン . 上記 の 抽 出 済 の 試料20gに42 労 の 濃塩酸400ccを加 え密栓 し て 24時 間常温に放
置 した。 そ の後水を加 え全量を 41 . �.にこ稀釈 し沸騰せ し め た後誼過を行い温 湯 に て 塩素 イ オ γ の な く な
る ま で
ノ、〕 チ オオ- リ グ ニ ン . ク ラ フ ト パ ル プ。 の 廃液( S . G . 1 . 097 ， W C) 丑OOcc に濃塩酸iOOccを加 え て 湯浴
上に て 1 時間加 熱 し た後櫨過 し温湯で塩素 イ オ ン の な く な る 迄洗瀧を 行い常温で乾燥 した。 収量 は風
乾で30 �40gで、 あ っ た。
ご 〕 ニ グ ご ン ス ル フ ォ ン 酸 . サ ル フ ァ イ ト パ ル プ 廃液 ( S . G . 1 . 069 ， W C) 400cc に200cc の 濃塩酸
を加 え 湯浴上に て 加温 した後誼過 した。 泥状沈澱 と な り 洗礁が困難 で、 あ っ た が塩素 イ オ ン の な く な
る 迄洗織を 行い 常 温 で 乾燥 し た。 液 中 の リ グ ニ ン を 完全 に 沈澱 と して 得 る 事が 出 来 な く 風乾で 収 量
は6 . 6 g で あ っ た。
上記 4 リ グ ニ ン の 元 素分析は表 l に示 し た。 ，
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表- 1 各 リ グ ニ シ の 元 素 分 析 (96 )
リ グ 一ー ツ 炭 素 分 水 素 分 酸 素 分 硫 黄 分 灰 分
硫 酸 リ グ ニ シ 62. 07 4 . 79 31 . 44 1 . 70 
塩 酸 リ グ ニ シ 64 .82 5 . 25 29 .45 0 . 48 
チ オ リ グ ニ シ 64 .37 5 . 01 25 ， 62 4 . 73 0 . 27 
リ グ ニ シ ス Jレ ブ オ シ酸 59 . 1 1  5 . 54 28 . 20 3 . 98 3 . 1 7  
3 . 実 験 方 法
こ れ ら の リ グ ユ ン を 少量 と り 試薬一級 の流動 パ ラ フ イ ン と メ ノ ウ 乳鉢にて よ く 混合 し 岩塩板に 挟
ん で赤外線 吸収 ス ベ ク ト ノレ を測 定 した。 測 定に は島津IR型赤外分光光度計を 用い た。
4 ， 実験結果及考擦
こ れ ら の リ グ ニ ン の測 定結果を 図 一 I に示 した が参考 の た めに祖父江氏等 の KBr 法に よ る 赤松の
吸収 ス ベ ク ト ル も 併記 した。
3400 cm-1 のOH伸縮振動， こ れ は充分脱
水せ ざ る 試料を 用 い た の で、何れ も 大 き い 吸
収を示 し比較 は 出 来 なし 、。
2940 ，  2860cm-1 の CH2 ， CHa のCH 伸縮
振動， こ の 吸収 は ヌ ジ オ ー ル の 吸収 と 重 り
調 べ る こ と が 出 来 な い。
1 720 ，  1 660cm-1 の CニO伸縮振動， 前者
が エ ス テ ル 型 カ ー ボ ニ ノレ基に よ る も の ， 1:走
者 は ア ル デ ヒ ド 又 は ケ ト ン 基に よ る と さ れ
て い る 。 チ オ リ グ ニ ン で、 は前者の 吸収 が特
に強 よ く 後者 の 吸収 は普通で、 あ る 。 他 の リ
グ ニ ン で はそ の 吸収 は余 り 差異が見 当 ら な
し 、 。
1 600 ， 1 5 1 0cm-1 の ベ ン ゼ ン 環の 骨 格 振
動， 何れ も 強 よ い 吸収 を示 し て し 、 る 。
1460， 1425 ，  1 365 cm-1 のCH2 ， CHa等の
CH 変角振動， ヌ ジ オ ー ル の 吸収 に 妨 げ ら
れ 充分見 られ な い が ， 塩酸 リ グ ニ ン で は他
よ り はっ き り 出 て い る 様に考 え られ る 。
1 270 ， 1 220cm-1 
強 よ く 表れて い る 。
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図- 1
1 1 20 ， 1 030cm-1 は aliphatic C --O 伸縮振動， 前者は チ オ リ グ ニ ン 以外に は判然せず後者の 吸収
はすべて に強 く 出 て い る 。
1 1 弛， 1 080 cm-1 の 吸収， こ れ は帰属が不 明 であ る と 云われ て い る が各 リ グ ニ ン す べて に判然 と 見
られ る つ リ グ ユ ン ス ル フ オ酸で は後者が よ く 見 ら れ な い。
以 上を 総括すれば ヌ ク オ ー ル法で測 定 し た の で定量的 な事 は比較出来 な い が ， 各 リ グ ニ ン 間 で は
少 し宛差異が見 られ る が大体同様 の 吸収 曲 線が得 られた。 そ し て チ オ リ グ ニ ン は酸 リ グ ニ ン に 比 し
35， 
て 殆 ど 同様であ る こ と ， り グ ユ ン ス ル フ ォ ン 酸は全体的 に他 よ り 鋭敏性の快け る 曲 線が得 られた こ
と 等を知った。
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